
− −

⑤文章からキーワードを見つけること

読むこと領域
論理の展開や場面の設定の仕方をと えて 読む こと

３７

関 るつま き解消 向けた系統的 取組

宝塚市立南ひば ガ丘中学校の実践

論理の展開の仕方を意図的に読み取 、内容の理解に役立
よう第3学年

例示の配列を推論す こ 文章展開の効果を考えよう第2学年

論説文を再構成し、本文の要旨をつかもう第1学年
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書 手 見方や考え方を伝え た
理論 展開 意図を読 取
い

文章 論理 展開 仕方を え 内容
理解 役立

叙述 順序 書 手 考え う
説得力を た い を考え
読 い

文章全体 部分 関係 例示 効果を考
え 内容 理解 役立

段落 内容や段落相互 関係を考え
読 い

目的や必要 応 要約 た 要旨を
えた

論説文を根拠に基 き再構成さ こ 段落相互の
関係を考えさ
→バラバラ 提示 た段落を 序論 本論 結論 再構成 グ
ループ 根拠 仮説を立 接続詞やキーワード 注
目 た 段落相互 関係を考え う

例示の配列を考え こ 文章展開の効果を考えさ
→例示 配列 筆者 論理 展開 意図 直接 部分 あ 根拠
を そ 配列を考え せ 筆者 意図を推測 態度
身 付く

本論 か 結論 の展開を意図的に読 取 内容
の理解に役立
→ 本論 結論 展開を考え推測 発表 合う 互い 仮
説を比べ 筆者 論理 展開 仕方や効果を内容 理解
役立

き解消に向けた取組の視点
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読むこと①
第1学年

論説文を再構成し、本文の要旨をつかもう

・順序の根拠 グループ 交流 仮説 立 いく中 ーワード 注目 こ 段落相
互の関係 考え う

・習 た形式 作文 書 せ こ 筆者の意図 近付 論説文の構成 学 読解力 身
付け

文章の構成や段落相互の関係を考えて読めてい いため 要旨 つ
め い。

わ やすく伝え
ペン ンの防寒具 三省堂

目標  段落相互の関係 考え 読 こ
内容 ・ 本論 → 結論 → 序論 の順序 本文 提示 本文 再構成

・順序の根拠 グループ 交流させ 1 の仮説 立
・本来の本文の順序 提示 筆者の考え グループ 推論
・学習 た説明文の形式 使 作文 書く

単元名

一
つ

賞
状
ア
ル
バ
ム

問　
次
の
文
章
を
段
落
の
内
容
を
考

え

並
べ
な
さ
い

賞
状

う

し
さ
を
思
い
出
さ
せ

て
く

他
人
か
ら
見

ら
紙
切

け

僕

っ
て

大
切

も

出
典

自
分

け

宝
物

の順序 並べ いい
いの？

順序 関係あ ？
小学校の時 たこ あ け

あ 覚え い あ

閣

閣

閣

文章の構成や段落相互の関係を考えて読めてい いため 要
旨 つ め い。

叙述の順序 書 手の考え の う 説得力 た
い の 考え 読 こ い

書 手の のの見方 考え方 伝え た の 論理の展開の
意図 読 取 こ い

つまず の実態

わ やすく伝え

分析的 考え

学 の扉 く

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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段落の順序を変えた文章を提示し 正しい順序の根拠を考え グループ 交流させる
活動 らい▶・キーワード 段落相互 関係を手立 構成を考え

本文の順序の根拠をグループ 交流し 正しい順序 い 仮説を考えさせ こ 段落相互の関
係を深く読 取ろう す 態度 身 付く た 相互の関係を読 取 キーワードを根拠 し
仮説を立 いくの 論理的 読 近 く

期待さ 生徒の姿
・グループ 考えを比較 ま

を通 根拠 整理

・自分達 構成 配列を考え 後 本文
学習を行う 課題解決 向け
見通 を つ 主体的
学び つ

構成順序についての検討
順序を表 言葉を手

わ い

習った説明文の形式を使っ 作文を書かせる
活動 らい▶・筆者 見方 え方 追体験を通 論理的 文章 構成を理解 読解力を高

期待さ 生徒の姿
筆者 論理 展開を模倣

段落 内容 段落相互 関係を
深く考え う

本論 段落 話 展
開を い 内容

文 筆者 一番言
い い い
う 結論

い

筆者の論理の展開を模倣し 生活作文を書 せ こ 筆者の工夫 のの見方や え方
を知 こ そうし 追体験させ いくこ 筆者の意図 気付 読解力を高
こ

　

作
文

題
名

山
登

の
達
成
感

序
論　
　
う

さ
の

く
み　

本
論
1　
仲
間
と
の
絆

本
論
2　
自
分

対

自
信

本
論
3　
頂
上
の
景
色

結
論　
　
・
仲
間
と
の
絆　

　
　
　
　
・
自
信

　
　
　
　
・
壮
大

景
色

を
味
わ
う
こ
と

よ
っ
て
達
成
感
を
感

て
い

。

説明文の形式を活用した作文
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読むこと①
第2学年

例示の配列を推論するこ 文章展開の効果を考えよう

・ 個人 根拠を ち グループ 意見を比べ 推論 いう順序 活動 こ 筆者
の論理の展開 意図を考え う

・ 例示 の配列を意識 作文を書くこ 例示 主張を支え 大 根拠 い
気付くこ う

叙述の順序 書 手の考え の う 説得力をもた し いるの
を考え 読むこ い。

分析的 考える
動物園 こ 三省堂

目標 本論 書 あ 例示 い 考え 自分 の根拠を
内容 ・ 本論 の例示を別々 提示 根拠を 配列を考え 個人

・グループ 意見を交流 こ 筆者の論理の展開を推論 仮説を立
・筆者の配列を知 自分たちの仮説 比較
・学習 た説明文の形式を使 作文を書く

単元名

本論の具体例の順番 何
関係あ の？

筆者 思い いた順番
いの？

問　
水
田
を
土

作
る
長
所

つ
い

順
番

筆
者

配
列
を

考
え
た

か
。
自
分

考
え
を
答

え

さ
い
。

 
連
作
障
害
を
防

 
災
害
を
防

 
水
資
源
の
確
保

水
田
の
し

み
を
探

岡
崎
稔
よ

閣

閣

閣

文章の構成 段落相互の関係を考え 読 い いた 要
旨 い

叙述の順序 書 手の考え の う 説得力をもた し
いるの を考え 読むこ い。

書 手の のの見方 考え方を伝え た の 論理の展開の
意図を読み取 こ い

つまず の実態

わ く伝え

分析的 考える

学 の扉を く

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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本論 の例示を別々 提示し グループ 意見を交流し ら筆者の論理の展開を推論し 正し
い配列 つい 根拠をも 仮説を立 させる

期待さ 生徒の姿
個人の意見を比較
こ 論理の展開を推論 こ

内容・形式 注目
こ 前後の段落 根拠を見

け出 姿勢 生

教科書 学習した説明文の形式を用い 作文を書 せる
活動 らい▶・筆者の論理の展開を模倣 こ 筆者の のの見方や え方の追体験を

筆者 論理 展開を模倣し生活作文を書くこ よ 筆者 見方や意図を知 こ 今回
特 本論 例示 配列 意識をさせ こ 例示 筆者 主張を支え 大 根拠 い こ
気付 せ

期待さ 生徒の姿
本論 の例示を配列 こ

の う 説得
力を い の 検
討 同 例示 並べ
方 効果 変わ こ
を体験

活動 らい▶・ の根拠を出 合い 比較 いく中 論理的 読 を深

個人 意見 パーツ をグループ 集め 比較した ま めた し いくこ 筆者 論理 展開を推
論す こ ここ し 仮説を立 くこ 次 段階 筆者 意図を考え 大
手立

論理の展開を推論す
野生生物の魅力を引 出
い いう筆者の思い 照
合わせ 3 の例示を比較

…

　

作
文

題
名　

私

の
支
え
合
い

　
序
論　
　
私

こ

　
　
　
　
　
　
 
↓

　
　
　
　
　
支
え
合
い

　

の
よ
う

し

の

　
本
論
1　
少
し
の
こ

も
傷
つ

や
す
い

人

　
本
論
2　
無
意
識

人
を
傷
つ
け

し

う

人

　
本
論
3　
あ

人

踏

込

た
く

い
人

　
　
　
　
　
　
↓

相
手
を
受
け
入

仲
良
く

　
結
論　
　
相
手

向

合
う
こ

互
い

支
え
合
う
こ

可
能

作文
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読むこと①
第3学年

論理の展開の仕方を意図的に読み取り、内容の理解に役立てよう

・ 本論 結論 の展開 考え仮説 立 発表 こ 自分 友達の考え 比較 内容
の理解 深 う

・筆者の論理の展開 模倣 こ 論理の展開 意図的 読 取 う

書 手の のの見方や考え方を伝えるた の 論理の展開の意図を読
取るこ ない

学 の扉を らく
間の文化 三省堂

目標 文章の構成 展開 え 内容の理解 う
内容 ・ 本論 の例示 け 提示 例示 結論 推測

・ 本論 → 結論 の展開 考え 仮説 個人 立 発表
・筆者の論理の展開 グループの仮説 比較検討
・学習 説明文の形式 使 作文 書く

単元名

平
成
二
十
八
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
国
語
A
6

こ
の
文
章

つ
い

説
明
し
た
も
の

し

最
も
適
切

も
の
を

次
の
1
か
ら
4
ま

の
中
か
ら
一
つ
選
び

さ
い

　
自
然
界

優

た

包
装

た
く

さ

あ

す

中
略

　
商
品

包
装

中
身

品
質

守

役
割

も

様
々

優

た
機
能

持
た
せ

う

い
う
工
夫

さ

い

す

品
質

保
護
性

同
時

使

い
や
す
い
簡
便
性
や
美
し
い
デ
ザ
イ
ン

快
適
性

こ

相
当
し

す

生

物

持
っ

い

様
々

優

た
機
能

新
し
い
包
装

手
本

も

含

こ

参
考

優

た
新
し
い
機
能

持
っ
た
包
材

開
発

も
し

せ

1　
生
物

卵
や
種

成
長

開
発

仕
組

い
う
観
点

え

い

 

　
・０
％

１

2　
生
物

卵
や
種

栄
養

商
品

品
質

い
う
観
点

え

い

 

・
％

3　
生
物

卵
や
種

包

方

違
い

人
間

呼
吸

い
う
観
点

え

い
 

５・
％

4　
生
物

卵
や
種

仕
組

人
間

行
う
包
装

い
う
観
点

え

い
 

　
・
％

最後の行
開発 あ
の 開発
いう観点
え い

い
？

閣

閣

閣

文章の構成 段落相互の関係 考え 読 い い 要
旨 い

叙述の順序 書 手の考え の う 説得力
い の 考え 読 こ い

書 手の のの見方や考え方を伝えるた の 論理の展開の
意図を読み取るこ ない

つ ず の実態

わ く伝え

分析的 考え

学 の扉を らく

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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本論 の例示のみを提示し そこから 結論 の内容を推測し 仮説を立て発表させる
活動 らい▶・友達 仮説 比べ こ 整合性 た展開 考え 力 身 付け

2年時 学習した例示 配列 方法を想起さ 本論 結論 内容を推測さ 結論 多
種多様 出 く 序論 整合性も考え け 論理 展開を意識し 結論 を考え
姿勢を身 付け いくこ つ

期待さ 生徒の姿
序論 － 本論 整合
性 あ 結論
い 意識的 考え
友達 発表 聞くこ

論理 展開 考え
力 身 付く

結論を推測す

筆者の論理の展開を模倣し生活作文を書かせる
活動 らい▶・筆者 論理 展開 模倣 こ 筆者 見方 え方 追体験

・ 本論 結論 展開を意識し 書くこ 文章 論理的 わ や く こ を理解
・良い作品を全体 交流 こ さ 論理 展開 意図を読み取 う 態度 身 付く

空間的 間 時間的 間 心
理的 間 い 比較
共通 こ 結論

い いうこ日本文化 西洋文化 比較
見え たこ 結論

い

　
貴
校

充
実

三
年
間

過

い

思
っ

い

う

三
年
間

い

具
体
的

い
う

大

く
分

二
つ
あ

　

本
物

触

機
会

積
極

的

チ
ャ

ン

自
分
自
身

視
野

広

い

い

J
A
X
A

阪
本

講
義

特

興
味

あ

日
本

支
え

い

人

価
値
観
や
考
え
方

ふ

私
自
身
も
将
来
貢
献

志

も

い

そ

活
動

い

　
次

野
球
部

厳

い
練
習

中

多
く

仲
間

共

毎
日
精
一
杯
汗

流

上
位

目
指

い

い

中
学

校

来

い

い

オ
ー
プ
ン

ク
ー

感

先
輩
方

礼
儀
正

く

つ

つ

姿

私

理
想

姿

っ

そ

先
輩
や

出
会
う
仲
間

互
い

磨

合
い
戦
績

く
人
間

も
向
上

い

い
　

う

高
い

ベ

文
武

寂
惹

弱
弱

両
道

行
う

充
実

三
年
間

寂
惹

弱
弱

あ

　
そ

将
来

貴
校

貢
献

寂
惹

弱
弱

う

人
間

っ

い

い

考
え

い
生活作文

文武両道 いう
方 ？

期待さ 生徒の姿 見方 考え方 伝え た 論理 展開 う 意図 あ 読 取
う

結論 貢献
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